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トスの勝者の選択だけ

でなく敗者の選択もチ

ェックを忘れずに 

タイブレイクの場合は敗者のタイブレイクポイン

トを記入 

選手氏名の欄と同じ向

きでスコアを記入 

（「勝者を左」ではない） 

勝者サインをもらい忘

れないように 

タイブレイク時に使用。上から１ポイント目として記入。６の倍数のポイントが太

線になっているので、そこでコートチェンジをさせる。誰がそのポイントのサー

バーとなるかは右の列（サーバーサイド欄）を見ればわかるようになっている。 

ダブルスにおいてリターン時のポジションを記入しておく。（試合中にリターンのサイドを変更してい

ないかチェックするため。）名前でなくても、ラケットやウエアの色などの特徴でよい。３セットマッチに

おいてはセットごとに変更できるので各セットのジャッジペーパ－の同欄に記入。 

担当する試

合の形式に

☑をする。 

審判台から見て左右ど

ちらから誰がサーブを

打ったのかを記入。 

各ゲームのポイント状況を記入。 

上段はサーバー、下段はレシーバ

ーとする。ポイントを取った側に「／」

を引く。フォルトの場合は真ん中に

「・」を記入。ダブルフォルトの場合

はポイントを取った側（レシーバー）

に「Ｄ」を記入。 

例）第６ゲームの場合 

 三角選手のサービスゲーム。 

 １５－０→ダブルフォルトで１５－１

５→１５－３０→３０－３０→４０－３０

→ゲーム 

ゲームカウントを記入。獲得したゲ

ームだけ記入すればよい。 

第７ゲームのように、本来の欄だけでは記入しきれない

ゲームはこちらの欄を使用する。 

タイブレイクの場合は敗者のタイブレイクポイン

トを記入。 


